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<オリエンタリズム>以前のオリエンタリズム 
―王政復古期演劇におけるオスマン・トルコ表象について 

佐々木和貴 
 
１. はじめに               
 王政復古期において、オリエントあるいはイスラム圏と関わりのある新作芝居は、少なくとも 40 本程度を数え

ることができる。その中には、再演を重ねたものもあるから、いわゆる「オリエント物」は、この頃、毎年のよ

うにロンドンのどこかで上演されていたということになるだろう。オリエントとは、当時はおそらく、芝居とい

う身近なメディアを通じて、もっとも手軽に体験され、また構築されるイメージだったといっても、言い過ぎで

はないかもしれない。そこで本報告では、こうした「オリエント物」の中から、オスマン・トルコのスレイマン

大帝(1494-1566)とその妃ロクソラーナ(c.1510-58)が登場する芝居を 2 本取りあげる。両者の比較を通じて、結果

的に、いわゆる近代的な＜オリエンタリズム＞到来以前に、西洋が紡ぎ出していた多様なオリエント像について、

新たな情報や視点を提供してみたい。 
 
２．「包囲」と「征服」のオリエント 
 最初の「スレイマン大帝物」は、サー・ウィリアム・ダヴェナントの『ロードス島包囲』第 1 部& 2 部(1656&59)
である。オスマン・トルコによるロードス島征服(1522)という西欧社会を震撼させた大事件に題材を取ったこの

芝居は、それが最初期のイギリス風オペラであること、可動式背景を利用した斬新な舞台装置を導入したこと、

さらに特定の女優が配役リストにクレジットされた最初の事例であることなど、主として演劇史的な理由から、

現在でもたびたび言及される。しかし、本報告の観点から興味深いのは、むしろ、王政復古初期を代表するこの

「オリエント物」が、どのようにオスマン・トルコという異文化／他者を表象したかという、その手法である。 
 まず、メイン・プロットから確認していこう。ロードス島を包囲していたスレイマン大帝は、守備軍に加勢す

る夫のシチリア公爵アルフォンソを追って乗り込んできた、その妻アイアンスの美貌と勇気に魅了される。ただ

し、ダヴェナントの描くスレイマン大帝は、たとえば、同様のテーマを扱ったトマス・キッド作(?)『スレイマン

とペルシダ』(1598-9)のように、一向になびかないヒロインを手に入れるため、その恋人を罠にはめて殺したりす

る邪悪さはない。中世の騎士のように礼儀正しくアイアンスに接するスレイマンとは対照的に、二人の仲を疑い、

激しい嫉妬に駆られるのは、キリスト教徒の夫アルフォンソの方なのだ。 
 
    Alphonso. What he would do I know; who knows what he had done? 
      Done? Wicked Tongue what has thou sayd?  [Aside. 
      What horrid falsehood from thee fled? 
      Oh Jealousie (if Jealousie it be) 
      Would I had here an Asp instead of Thee.             (The Siege of Rhodes, Part 1.IV.ii.45-49) 
 
一方脇筋は、妃ロクサラーナが中心である。夫とアイアンスとの仲を邪推した彼女は、リチャード・ノウルズの

『トルコ史』(1603)やウィリアム・ペインターの『喜びの宮殿』(1566–75)など、当時の歴史書や物語集で一般に

流布していた、「スレイマン大帝を魅力の虜にして、奴隷から妃にまで登り詰めた陰謀家の悪女」というイメージ

にふさわしく、嫉妬で夫を悩ますだけでなく、テントで眠っているアイアンスの殺害すら企てる。 
 
  Roxolana.  … Can I do ill 
        If many foul adult’ries I prevent 
        When I but one Fair Mistress kill?                 (Ibid., Part 2.IV.iii.21-23) 
 
したがって、オペラ仕立ての華やかな戦争絵巻の陰に隠れて見落とされがちだが、この芝居の真のテーマは、キ

リスト教文化圏対イスラム教文化圏の対立ではなく、ロードス島守備隊とオスマン・トルコ軍、どちらにも存在

する「嫉妬という病」というべきだろう。そして、このテーマ設定に対応するかたちで、芝居は、スレイマン大

帝が以下のような、高潔な愛を称揚するセリフで締めくくられることになる。 
 
   Solyman. From Lovers Beds, and Thrones of Monarchs, fly 
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      Thou ever waking Madness, Jealousie. 
      And still, to Natures Darling, Love 
      (That all the World may happy prove) 
      Let Giant-Virtue be the watchfull Guard, 
      Honour, the cautious Guide, and sure reward.         (Ibid., Part 2. V.vi.214-9) 
 
ダヴェナントは、このように、恐るべき侵略者でありながら、キリスト教徒以上に「キリスト教的な徳」(Christian 
Virtue) をそなえた、つまりある種のねじれを含んだ形で、スレイマン大帝を描いているのだ。そしてこうした表

象は、おそらく様々な条件から重層的に決定された可能性があると考えて良いだろう。たとえば、西への侵攻を

押し進めるスレイマン大帝が、カトリックの先兵たるロードス島騎士団およびスペイン・ハプスブルグ家支配下

のシチリア公爵アルフォンソを、最終的には、軍事力でもキリスト教的徳でも圧倒するというこの芝居の構図か

ら、共和制下で、ただ一人許されて芝居を上演していた王党派ダヴェナントの、クロムウェルの「西方計画」に

対するアンビバラントなまなざしを読み取ることもできるかもしれない。あるいは、当時イギリスにとってオス

マン帝国が、自国産の毛織物とペルシャ産の生糸を交換する主要な交易相手だったことも重要だろう。レヴァン

ト会社を介してのオスマン・トルコとの交易は、内乱以前はイギリスの総輸入量の 20~30%程度、王政復古直後

でも 15％程度のシェアを保っていたのである。1  こうした関係がオスマン・トルコに対するダヴェナントの両義

的なイメージ形成になんらかの影響を及ぼした可能性も否定できない。いずれにせよ、このようにスレイマン大

帝を、西対東の図式に収まりきらない存在として描き出すダヴェナントの手法は、当時、＜オリエント＞を理解

不能な他者として排除するだけなく、むしろ共通点を持つ隣人として、理解できる形に加工して取り込んでしま

うという、対称的な表象戦略も同時に存在しえたことを、示していると言えるだろう。 
   
３. 「愛」のオリエント 
 次に取りあげるもうひとつの「スレイマン大帝物」は、王政復古中期のオリエント物の名手エルカナ・セトル

の『イブラヒム』（1677）である。ちなみに、スレイマン大帝とその寵臣イブラヒムを主人公にしたこの芝居は、

上演がダヴェナントゆかりの公爵劇団というだけでなく、スレイマン大帝役は『ロードス島包囲』と同様に名優

トマス・ベタトンが、またヒロインのキリスト教徒の乙女イザベラ役は、アイアンスを当たり役としたベタトン

夫人が演じていた。さらに、かつてアルフォンソを演じたヘンリー・ハリスも、ロクソラーナを慕うペルシャの

王子ウラマー役で登場している。つまりこの芝居は、まさに『ロードス島包囲』との連続性を観客に意識させる

ような企画だったのだ。とはいえ、両者を隔てる 20 年の歳月は、その差異をも自ずと浮き彫りにしている。たと

えば、セトルはエピローグで 
 
   How many has our Rhimer kill'd to day? 
    What need of Siege and Conquest in a Play, 
    When Love can do the work as well as they? 
    Yet 'tis such Love as you've scarce met before: 
    Such Love I'm sure as English ground ne're bore.       (Ibrahim, Epilogue. 1-4) 
 
と、ダヴェナントの「（ロードス島）包囲」やジョン・ドライデンの「（グラナダ）征服」といったこれまでのオ

リエント物に対して、「愛」を前面に打ち出すのだ。そして、そのために材源として選んだのが、同時代フランス

の女流作家スキュデリー夫人の『イブラヒム』(1641)である。この大長編バロック小説は、登場人物たちの、ま

さに多様な「愛」に焦点を当てたロマンスであり、セトルにとっては、彼の主張する新しいオリエント物に格好

の素材だったといえるだろう。したがって、たとえばこの芝居のスレイマン大帝は、ハーレムの誘惑を退け、ロ

クソラーナとの「清い愛」を貫く高潔な人物として登場しながら、有能で忠実な臣下イブラヒムの恋人イザベラ

を自分のものにしたいという、「邪な愛」に迷うことになる。 
 
    Solyman. … But Ulama I Love, and must Enjoy; 
       No Argument can that Resolve destroy. 
       In this extream my desp'rate cause defend, 
       Not as my Reasons, but my Passions Friend.          (Ibid., Act II. 321-4) 
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しかし、セトルは原作の設定を踏襲するだけではない。スキュデリー夫人の描く奸智にたけた野心家ロクソラー

ナは、セトルの芝居では、以下の引用にように、スレイマン大帝の心変わりを嘆いて、毒を飲み、自らの命を犠

牲にして、彼を堕落からかろうじて救い出す、いわば「愛」の殉教者に書き換えられているのだ。  
 
    Roxolana.   Yet since my Fall does Solyman reclaim; 
       Since dying, I my Sultans heart regain, 
       This dear Conversion takes off all my pain: 
       Wing'd with that Bliss, my Soul Triumphant flyes: 
       Prepare ye Gods, for Roxolana Dyes.  [Dyes.         (Ibid., Act V. 561-65) 
 
つまりこの芝居は、当時フランスで流行していたオリエント物バロック小説を、さらにイギリス風に加工した「オ

リエント表象」なのである。イギリス演劇はこの時期、材源、劇場、批評理論と、ほとんどあらゆるものについ

てフランスに範を仰ぎながら、それらを取り込むプロセスを通じて自己の立ち位置を確定していくが、「オリエン

ト物」もその例に漏れず、仲介項としてのフランスを経由することで、「包囲」と「征服」が背景に退き、ハーレ

ムを舞台にした「愛」が全面に出る、新しいタイプが生み出されたということができるだろう。 
 
４．浮遊するロクサーナ／ロクソラーナ 
 18 世紀に入り、オスマン・トルコの軍事的脅威が消滅すると、もはや「スレイマン大帝物」が、イギリスの舞

台に載ることはなくなるが、ただし、ロクソラーナ、あるいはその交換可能なシノニムであるロクサーナ（こち

らはアレクサンダー大王の最初の妃で、綴りも邪悪な性格も類似しているところから、当時よく混同されていた）

という記号は、なお単独で流通している。たとえば、ダニエル・デフォーの『ロクサーナ』(1728) から、フラン

ス帰りの高級娼婦のヒロインが、チャールズ 2 世の宮廷で、トルコ風の衣装を身につけ、トルコ風ダンスを踊っ

たことで、ロクサーナと呼ばれるようになるくだりを引用してみよう。 
 
    …it was indeed a very fine Figure, invented by a famous Master at Paris,…one Gentleman had the 
    Folly to expose himself so much, as to say, and I think swore too, that he had seen it danc’d at 
    Constantinople; which was ridiculous enough. 
      At the finishing the Dance, the Company clapped and almost shouted; and one of the Gentlemen cry’d 
     out, Roxana! Roxana! by ----, with an Oath; upon which foolish Accident I had the Name of Roxana 
   presently fix’d upon me all over the Court End of Town, as effectually as if I had been Christen’d 
   Roxana.  (175-6) 
    
デフォーは、浮遊するオリエンタルな記号となった「ロクサーナ／ロクサラーナ」の持つ豪奢で蠱惑的なイメー

ジを、物語の核として、巧みにかつ意図的に取り込んだといえるだろう。しかし、さらに興味深いのは、実はフ

ランスで考案された虚構のオスマン・トルコ表象が、「オスマン・トルコ」という実体を、人々の心に生み出して

しまうという、いささか滑稽なこの顛末である。つまり、デフォーは一方で、＜オリエンタリズム＞という他者

構築装置のイメージ喚起力を巧みに領有しながら、他方それが、実は幾重にも虚構の表象システムであることも、

読者にこっそり耳打ちしているかのようなのだ。そして、＜オリエンタリズム＞という仕掛けを、より意識的に

利用するこうした作家の登場は、また同時に、王政復古期とは明らかに異なるタイプの、つまり 18 世紀的な＜オ

リエンタリズム＞の出現を告げるものでもあるだろう。  
 
注  
1  cf. Robert Brenner, Merchant and Revolution: Commercial Change, Political Conflict, and London’s 
Overseas Traders, 1550-1653. (Princeton UP, 1993), 29. 
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